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自分のやりたいことを発見したい

新しい技術や能力を身につけたり経験を積んだりしたい

いろいろな人と出会いたい

地域や社会をよりよくしたい

困っている人の手助けをしたい

ボランティア活動に興味がある理由

           令和８年（２０２６年）１月号⑨ 

学校通信  

         和の光         宝塚市立西谷中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■進路について考えよう～小論文対策Ⅴ～ 
 公立高校の推薦・特色選抜を受検する生徒のみなさんへ、前回に続いて「表やグラフ」を基に、小

論文を書くパターンについて例題をあげてみますので、ぜひチャレンジしてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■進路対策～面接練習が進んでいます～ 
 ２月の私立高校入試、公立高校の推薦・特色選抜の受験（受検）に向けて、学年での面接練習が進

んでいます。学年での練習が終わると校長面接を実施しますが、入試日が早い生徒は既に校長面接を

終えています。校長面接は学年での面接とは異なり、少し緊張気味の生徒もいますが、みんな前向き

に臨んでいます。中には、「追加練習をお願いできます？」と校長室に訪問してきた生徒もいます。

そのような積極的な姿勢にとても心を打たれました。（追加面接を希望する人は遠慮なく申し出てく

ださい。昼休みや放課後などできるだけ時間調整をして対応するようにします。）多くの生徒が人生

で初めての面接体験です。緊張や不安もあると思いますが、練習を重ねるたびに、受け答えがスムー

ズにできるようになっており、「打てば響く」という言葉が実感できます。 

 まもなく２月、入試が目前に近づいてきましたが、まずは「体調管理」をしっかりと行い、自信を

持って受験（受検）に臨めるようにしましょう。 

“できると思えばできる、できないと思えばできない。これは、ゆるぎない絶対的な法則である。” 

                                 （Pablo Ruiz Picasso） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

省略 

問１．次の資料は、日本の１３歳から満２９歳を対象にしたある調査で「ボランティア活動に興

味がある」と答えた人による回答をまとめたものです。この資料から読みとったことをも

とに「ボランティア活動に期待すること」について、あとの注意にしたがって、自分の考

えをまとめなさい。 

【注意】 

 ①二段落構成として、第一段落では、あなたが資料から読み取った内容を、第二段落では、第

一段落の内容に関連させて、自分の体験（見たことや聞いたこと等も含む）を踏まえてあな

たの考えを書くこと。 

 ②文章は原稿用紙に１１行以上、１３行以内で書くこと。 

 ③原稿用紙の正しい使い方に従って、文字・仮名遣いも正確に書くこと。 

 ④題名・氏名は書かず、１行目から本文を書くこと。 

※複数回答：上位５項目 数値単位は％ 



 

中学校卒業を前にした保護者の思い                                 

校長 筒井 啓介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■生徒会スローガンが決まりました 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

１月の生徒朝礼で新生徒会執行部役員から生徒会スローガンの発表がありました。 

「楽笑無限～みんなの笑顔が繋がる学校に～」が新たなスローガンです。とても素敵なスローガンで

すね。西谷中は小規模の学校ですが、そのことをプラス思考でとらえて、みんなで力を合わせて学校

づくりに取り組んでいます。そのことが、下記に示したスローガンからも読み取れます。先輩から受

け継いだ西谷中の伝統を大切にしながら新たな歴史を築いていきましょう。（1月 16日） 

「それぞれが活躍できる西谷中学校に！！」 （2024 年度） 

「唯一無二～みんなが主役 我らが日本一～」（2025 年度） 

「楽笑無限～みんなの笑顔が繋がる学校に～」（2026 年度） 

 

新生徒会執行部から「生徒会スローガン」の発表 

 

間もなく２月になります。気が付けば中学の教員になり３３年が過ぎましたが、毎年この時期

になると卒業式のことが頭に浮かび、一生に一度の卒業式、思い出に残る最高の卒業式を迎えさ

せてあげたい…と。 

人生の中で最も多感な時期を生きる中学生、時には思い悩んだり、クラスの仲間と一緒に行事

に取り組んで喜びや悲しみをわかちあったりと、振り返ってみれば中学３年間は、あっという間

に過ぎたのではないでしょうか…。 

右記の文章は２６年前に私が担任していた３年生のクラスの保護者から、卒業式前にいただい

たものです。当時私のクラスには枝三子さんという特別支援学級在籍の女の子が交流（技術家庭

科、音楽などの授業、給食、行事を共に過ごす）に来ていました。彼女はクラスの人気者で、 

男女問わず「えみちゃん」と常に声をかけられていました。苦手なことやできないこともたくさ

んあります。時には「先生、えみちゃんがだだをこねて動かへんから助けて」と言われては、ク

ラスの女子と一緒に台車を持って迎えに（台車が大好きで、台車に喜んで乗ってくれました）行

くこともありました。 

 ３年生は義務教育終了後の進路に向けての取り組みがあり、大変なことも多いですが、中学校

の中でも最も精神的に成長する時期で、苦労をした分大きな成長があります。このクラスの生徒

たちも受験という大きな山を乗り越えるために、仲間とともに切磋琢磨し、それぞれの希望する 

進路を勝ち取り、大きく成長して卒業をしていきました。 

 この当時の生徒たちも既に４１歳になりますが、今でもこの手紙を読み返すと、「親が子どもの 

成長を願う優しさ、障碍があっても頑張る生徒からクラスの生徒が学んだ優しさ…など」を身に

染みて感じます。 

西谷中の３年生の皆さんも、卒業まで僅かです。卒業後の進路はそれぞれに異なりますが、共

に学んだ仲間とともに思い出に残る卒業式を迎えて欲しいと思います。また、私たち教職員も一

丸となって、西谷中で学んだことに誇りを持って卒業してもらえるように努めて参りますので、

保護者の皆様どうぞよろしくお願いいたします。 

 


